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　毎度格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。2024年1月に発生しました能登半島地震により被害に遭わ
れた皆様に、心よりお見舞い申し上げます。また、被災された方々の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
　さて皆様の生産現場におかれましても、近年増加しつつある異常気象の影響を受けられていると感じておりま
すが、我々の種子生産をとりまく環境も年々厳しくなってきているのが現状です。このような状況にも何とか対
応しながら、社員一丸となり精一杯努力をしております。これからも弊社の種子が皆様のお役に立てるよう願っ
ております。
　今後ともお気づきの点等お寄せいただき、ご指導・ご支援賜りますようよろしくお願いいたします。

※当カタログ掲載のデータは弊社愛知県圃場を基準としております。

チンゲンサイ・コマツナ
P.4～9 P.10～19 P.20～25 P.26～33 P.34



●4月中下旬収穫を狙える極晩生寒玉品種。
●わき芽が少なく軸部が細いので収穫作業性に
優れる。

●耐寒性に優れており、寒さによる外葉や玉の傷み、アント
シアンの発生が少ない。
●玉は濃緑色で鮮度感があり、やや甲高の扁円球で揃いが良い。
●葉肉は厚く硬めなので重量がのり、青果用だけでなく
加工・業務用としても利用できる。

冬はるか
ふゆ

FUYUHARUKA（NC-３９３）

※定植遅れや定植後の天候不順により生育が滞ると玉が小さくなったり
裂球を早めたりする事があるため、一般平暖地においては９月２０日頃
までに定植し、初期生育が滞らないよう注意してください。  
※施肥は追肥主体で生育後期まで徐々に肥料を効かせるような設計をし
てください。
※育苗期や収穫間際の春先にはべと病や黒すす病に対する薬剤の予防
散布を行ってください。
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品種毎の
詳しい特性表は
こちらから

●１２月下旬から１月収穫を狙える中生品種。
●花蕾は純白で、芯葉によく包まれるため
　日焼けの心配も少ない。
●草姿立性で生育旺盛。芯葉はよく伸び、花蕾を包む。
●花蕾は盛り上がり良く堅く締まり、ゆるみにくい。
●同時播種・定植で雪月より早く収穫できる。

雪華
せ っ か

SEKKA（NF-717）



●はるびより、ゆめさくらの後に収穫可能。４月中旬どりの
　極晩生種。
●草姿はコンパクトで立性に生育し頑丈で、耐寒性があり
　栽培容易。
●促成栽培されている春ブロッコリーの収穫始めの時期において、マルチやトン
ネルなどの被覆資材を必要としない通常の露地栽培による収穫を可能とする。

●３月下旬～４月上旬どりの極晩生種。
●草姿立性、外葉は濃緑色で栽培容易。
●花蕾は濃緑色、スムーズなドーム型で粒揃いよく、色合い形状
がよい。
●一般平暖地では9月中下旬まきで、３月下旬～４月上旬の収穫
に適する。

※収穫時期は気温が高く花蕾の発育が早いため、　
　収穫適期を逃さないように注意してください。

※収穫時期は気温が高く花蕾の発育が早いため、　
　収穫適期を逃さないように注意してください。

●晩緑99Wの後に収穫可能。
　4月上旬どりの極晩生種。
●草姿立性、太めの茎で倒伏し　
　にくく頑丈に生育する。
　耐寒性もあり、栽培容易。

※収穫時期は気温が高く花蕾の発育が早いため、収穫適期
　を逃さないように注意してください。

3月下旬～4月上旬収穫に適する
極晩生種。

HARUBIYORI（N-435）

3月中旬～4月上旬収穫に適する
極晩生種。

草姿立性、コンパクトで栽培しやすい。

●花蕾は粒細かくドーム型で、締まりがよくゆる
みが遅い。
●茎は適度な太さをもち、春先の気温上昇時に
見られる茎の空洞症の発生は少ない。
●一般平暖地では9月中旬まきで、3月中旬～
4月上旬どりに適する。

※収穫時期は気温が高く花蕾の発育が早いため、収穫適期
　を逃さないように注意してください。

●晩緑99より早くから出荷。
●花蕾形状がスムーズな晩生種。

●一般平暖地の３月上旬～下旬どり
　の晩生種



低温期においても、
花蕾の肥大性に優れる中早生種。

草姿立性、根張り良く強く生育する
中晩生種。

花蕾は濃緑色で、
アントシアンは発生せず形状がよい。

幅広い作型において栽培が可能。

●草姿立性、コンパクトで生育の揃いがよく栽
培管理がしやすい。また、茎は適度な太さが
あり柔らかく切りやすいため、収穫作業性が
よい。
●花蕾は粒が細かく濃緑色、スムーズなドーム
型で締まりもよい。また、低温期でもアントシ
アンは発生せず、厳しい寒さが続く場合に見
られる花蕾の色抜けは比較的少ない。
●年内から収穫することも可能だが、生育が滞
りやすい低温期に収穫期を設定することで本
品種の特性が発揮できる。
●一般平暖地では8月中旬～下旬まきで12月
上旬～2月中下旬にかけて収穫できる。

●べと病に比較的強く、栽培容易で年内から３月
上旬収穫まで幅広い作型で利用できる。

●暖冬傾向の年柄での栽培においても、収穫期
の前進化が少ない。

●一般平暖地では8月上旬～９月上旬まきで12
月上旬～3月上旬にかけて収穫できる。

●草姿立性、花蕾はドーム型で鮮緑色。
●特にアントシアンの発生が少ない、1月～3月どり。
●花蕾位置が高いので収穫しやすい。
●花蕾はドーム型で粒揃いもよく堅く締まる。
●草勢強く、側枝の発生がほとんどないため
　栽培管理がしやすい。

●茎が太く生育旺盛な中早生種。年内～1月どりに適する。
●花蕾は粒揃いがよく、ドーム状となり重量もある。
●草姿立性。花蕾は粒が細かくスムーズなドーム型
で、堅く締まり重量がある。また、肥大しても型崩れ
しないので在圃性がある。
●8月上旬まき11月下旬～12月下旬どり。8月中下旬
まき1月～2月上旬どり。

花蕾は濃緑でドーム状に堅く締まり、
美緑408に引き続き収穫できる。

●茎が太く、側枝の発生が少ない頂花蕾専用種。
●花蕾は粒が細かくスムーズなドーム型でゆるみ
も遅く在圃性に優れ収穫期に幅がもてる。
●葉数少なめで芯葉は立性となり出荷調整が容易。
●8月中旬～9月上旬まきで11月下旬～2月上旬に
かけて収穫できる。

 もり みどり

盛緑180
MORI MIDORI 180
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●食味の優れた中晩生種。
●8月上旬～9月上旬まきで、12月上旬～
3月どり。

●草勢よく作りやすく、頂花蕾収穫後の側枝の発生も
多く、長期にわたって収穫できる。

品種毎の
詳しい特性表は
こちらから

2024 2025●耐暑性に優れ、平暖地において最も早い収穫の作型に向く。
●早まきでも側枝や異常花蕾が発生しにくく、この時
期の品種としては花蕾の盛り上がりと茎の太さに
優れ、しっかりとした重量感のある収穫物となる。

●一般平暖地では7月中旬～8月上旬まきで、10月
中下旬から11月どりに向く。

※播種・定植期が遅れた場合には花蕾粒が大きくなる傾向がある
ので、まき遅れにならないように注意してください。



●葉は巻かず花蕾が見えるため、収穫期が分かりや
すい。

●花蕾は滑らかで丸型。堅く締まり、葉のまとまり良く
出荷調整しやすい。
●耐寒性があり、冬期の花蕾の傷みが少ない。
●同時播種定植で輝月、雪華に続いて収穫できる。

春どりも可能な早生品種。

花蕾は芯葉によく包まれ、純白になる。

年内どりに加え、5月どりも可能な
早生品種。

芯葉が強く巻くため、純白の花蕾を維持できる。

一般平暖地の12月～２月どりに適した中生品種。

花蕾は雪のように白く、
草姿立性で作業性が良い。

一般平暖地の12月～２月どりに適した中生品種。



草姿

草姿

TOYOZUKI（N-2280）

ISOZUKI

TAMAZUKI

中晩生種。●一般平暖地の１０月どりに適した極早生品種。
●耐暑性に優れた１０月どり品種。
●やや立性、丸葉でコンパクトな草姿。
●花蕾は凹凸少なめで堅く締まる。
●高温期の栽培に向き、乾燥に強い。

●一般平暖地の１２月出荷に適した早生品種。

●花蕾は包葉性高く、丸みがあり毛羽立ちしにくい。

※3月上旬以降の収穫で気温が上昇した場合毛羽立つこともあるので
あまり遅まき、遅植えは避けてください。



琴 月
こと　　　　   づき

KOTOZUKI（N-235）

8 9 10 11 12 1 2 3

●3月上旬収穫に適する晩生品種。
●花蕾は芯葉によく包まれ、３月収穫としては白さに優れる。
●草勢強く草姿立性、耐寒性に優れ栽培しやすい。
●花蕾は盛り上がりがよく毛羽立ちの発生が少ない。

晩月93
おく　　　づき

OKUZUKI 93

●4月上・中旬どりの晩生種。
●草姿やや立性・強健で外葉濃緑色、耐寒性もあり栽培容易。
●花蕾は盛り上がりがよく、堅く締まり、異常花蕾になることも少ない。

●寒月の後に続いて収穫するのに最適で、耐寒性に優れ栽培しやすい。

●花蕾は色白く腰高丸型で、締まりよく異常花蕾にもなりにくい。

一般平暖地での9月下旬まきでは3月に収穫できる。
また、11月～2月まきでは4月～5月に収穫できる。

花蕾は堅く緻密。また、大玉仕立ての収穫も可能。

●草姿やや立性、ねじれが強く幅広の葉で、
　花蕾をしっかりと覆う。



●栽培は一般的なカリフラワーに準じてよいが、葉折や縛葉をする
　必要はない。

●美しい紫色のカリフラワー。
●8月まき、1２月～1月中旬どり。
●ゆでても色が残る品種で、調理の方法（食酢を用いる）によっては
鮮やかな色彩となり、盛り合わせにもよい。

●栽培は一般的なカリフラワーに準じてよいが、葉折や縛葉をする必
要はない。

●美しいオレンジ色のカリフラワー。
●8月まき、1月～2月どり。
●生育旺盛で栽培は容易。また花蕾は堅く締まり、品質もよい。
●栽培は一般的なカリフラワーに準じてよいが、葉折や縛葉をする必
要はない。

PURPLE LUNA77

ORANGE STELLA（NOR-18）

ORANGE LUNA28

パープルルナ77

CHUWASE

カリフラワーその他の品種

●耐寒性に優れた晩生品種。
●一般平暖地の３月出荷に。

●花蕾は盛り上がり良く、堅く締まり重みがある。

●外葉濃緑色で草姿立性、草勢強く生育旺盛。
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KOUGYOKU WASE（NYF-255）
黄玉早生（NYF-255）

●早生タイプの黄緑色のカリフラワー。 
●一般平暖地では8月まきで12月からの収穫が可能。 
●同時播種・定植で黄玉と比べ、1ヶ月程度早く収穫できる。
●草姿は開帳性で生育旺盛、栽培容易。

（寒冷紗等被覆栽培）



●草姿は立性、外葉は長めなので結束作業がしやすい。
●耐寒性に優れており、寒さによる玉の傷みや色あせが少
　なく鮮やかな濃緑色を保持し続ける。
●玉は尻張り・胴張りの良い砲弾型で、やや長めの玉となる。
●芯の伸びが非常に遅く裂球もしにくいため、年明け収穫  
　から春白菜へとつながる秋冬白菜の最終時期である3月
　中下旬まで収穫が可能である。
※窒素過多などによる急激な生育の進行は肋部の張り、ゴマ症やホウ素欠乏症
の発生を助長させるので、生育状況に応じて追肥で調整して徐々に生育さ
せるようにしてください。

※本種は根こぶ病抵抗性ですが、根こぶ病は地域により菌種（レース）が異なる
場合があり発病することがあるかもしれません。予めご承知おきください。

HIYAKU（N-189）

寒冷紗等

●草姿は立性でコンパクトなので密植が可能。
●耐暑性があり、青葉の少ない高温期でも生育が良い。
●葉には毛じがなく柔らかい肉質で、歯切れがよくみずみずしい。
●播種期は８月～９月まきに最も適するが、寒冷紗等被覆栽培すれば
　７月～８月の盛夏期においても栽培可能である。

●コンパクトで重量感があり、色鮮やかで
　とってもおいしい新しいタイプの野菜。
●葉には毛じがなく丸型で縮みがあり、葉色は濃緑色。気
温が下がり寒くなると芯葉が黄色に変化する。
●栽培方法はおおよそチンゲンサイに準じ、株間は20～
25ｃｍが適当である。草丈20ｃｍ前後で1株約200ｇ
となる。

※農薬を使用する場合は「非結球アブラナ科葉菜類」に登録のあるもの
を使用してください。

※春まき栽培では温床育苗が必要で、育苗期間中にできるだけ葉数を
増加させ、定植後の初期生育を促進させるように心掛けてください。
また、土壌が乾燥しすぎないよう適度な灌水を行ってください。

CHI CHINA

●耐寒性、在圃性に優れているため、長期間にわたり収穫できる。
●密植栽培が可能で株間25ｃｍ～30ｃｍが適当だが、外葉がやや大
　きいので広めに設定すると一層秀品率が高くなる。
●一般平暖地では８月中旬～９月中旬まきで10月下旬～１月まで収穫
　できる。また、春まきによる４月～５月どりも可能。
※本種は根こぶ病抵抗性ですが、根こぶ病は地域により菌種（レース）が異なる場合が
あり発病することがあるかもしれません。予めご承知おきください。

根こぶ病に幅広い耐病性を示す黄芯系晩生種。

耐寒性に優れ芯の伸びが遅いため、
３月まで収穫が可能。

葉質柔らかな超極早生“ミニ白菜”。

レタスのようにサラダでも美味しく食べられる。

根こぶ病に強い黄芯系晩抽ミニ白菜。

球高20cm前後、球径10～13cmと使い切りサイズ。



●良質多収の年内～2月どり品種。
●耐寒性が強く、冬期でもよく青味を保つ中晩生種。
●播種後75日程度で収穫でき、晩抽性で裂球も遅く長期間収穫できる。
●玉は濃緑色の尻張りのよい円筒形でしまりが良く、頭部はよく包被する。

※本種は根こぶ病抵抗性ですが、根こぶ病は地域によ
り菌種（レース）が異なる場合があり発病することが
あるかもしれません。予めご承知おきください。

●冬期でも傷みが少なく濃緑色を保つ黄芯系中晩生種。
●低温肥大性や在圃性に優れ、根こぶ病やべと病に強い。
●寒さによる球頭部の傷みや色あせが少なく、濃緑な球色を保つ。
●球頭部のかぶりは長く、玉は尻張り、胴張りの良い砲弾型となる。
●一般平暖地では8月下旬～9月上旬まきで、12月～2月下旬にかけて収
穫できる。

※本種は根こぶ病抵抗性ですが、根こぶ病は地域によ
り菌種（レース）が異なる場合があり発病することが
あるかもしれません。予めご承知おきください。

※本種は根こぶ病抵抗性ですが、根こぶ病は地域によ
り菌種（レース）が異なる場合があり発病することが
あるかもしれません。予めご承知おきください。

●1月～2月どりで根こぶ病に強い黄芯系中晩生種。
●草姿はやや立性で外葉は大きく長いため結束時の作業性が高く、厳寒
期には球頭部をよく保護する。
●玉は尻張りの良い砲弾型でよく伸長し、内部は鮮やかな黄色となる。
●一般平暖地では9月上・中旬まきで、1月～2月どりが最適な作型である。

●早春どりで肥大性抜群な黄芯系早生種。
●生育は旺盛で低温期の肥大性にも優れるので、春まき栽培に適応性が高い。
●根こぶ病に強く、芯腐れ等の生理障害も出にくいため作りやすい。
●草姿はやや立性で玉揃いがよく、球内部の黄色は鮮やかで、葉質は柔ら
かく食味がよい。

※播種育苗は慣行に従って結構ですが、温床育苗ではできるだけ最低気温13℃以上平均気温15℃以上
になるようにしてください。また、日中の温度があまり高温にならないように管理し、強健な苗作りを心
掛けてください。

●生理障害に強く品質・食味もよい黄芯系早生種。
●播種後60～65日程度で、形状の良い砲弾型の玉が収穫できる。
●一般平暖地の８月下旬～9月上旬まきで、11月上旬～12月上旬どりに
適する。また、春まきの5月どりにもよい。

※春まき栽培では温床育苗が必要で、できるだけ最低気温13℃以上、平均気温15℃以上になるようにし
てください。また、日中の温度があまり高温にならないように管理し、強健な苗作りを心掛けてください。

●生理障害に強く作りやすい中早生種。
●11月～1月どりで収穫期の幅が広い黄芯系白菜。
●外葉色は濃緑でやや立性に生育し、芯腐れ症やゴマ症の発生が少ない。
●玉は胴張り、尻張り共によく、頭部もよく抱合する砲弾型で玉揃いがよい。
●球内の退色が少なく裂球も遅いので、収穫期の幅が広い。



品種毎の
詳しい特性表は
こちらから

●葉質やわらかく、作りやすい品質優良の早生白菜。
●野崎白菜二号のようにやわらかく甘みもあり、食味が非常に良いの
が最大の特長。
●葉は淡緑色で葉肉が厚い。頭部がよく包被した短円筒形となる。
●播種後約60日で1.5ｋｇ前後となる。結球力が旺盛なので、暖地での
遅まきや春まき白菜としても利用できる。

●日本において初めて広く普及した代表的白菜。
●本種は明治8年日本に初めて導入された山東白菜を明治18年以来、
　弊社で改良を加えたもので、大正5年に命名発表したものである。
●葉肉は厚みがあり、非常に柔軟で美味しいことが特長。
●「あいちの伝統野菜」として認定されている品種。
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冬銀河
ふゆ   ぎん     が

FUYUGINGA（NC-321）

●草勢は強く、草姿立性で玉揃いが良い。
●耐寒性に優れ、球頭部へのアントシアンの発生は極め
　て少ない。
●玉はやや扁平で色が良く、軸部は細く切りやすい。
※遅まきや定植が遅れると甲高の玉になり締まりがゆるくなる場合が
あるので、適期播種・定植を心掛け定植後も生育が滞らないように
管理してください。

※生育が旺盛であるため、早まきしたり生育が急激に進むと生理障害
を引き起こす可能性があるので、適期播種・定植をして生育が徐々
に進むように追肥主体の肥培管理をお願いします。

草勢強く玉肥大がよい１１月～１２月どり
のサワータイプ品種。

玉はきれいな濃緑色で、食味にも優れる。

●草勢が強く、立性のため生育の揃いがよい。また萎黄
病に抵抗性で黒腐病に比較的強い。
●玉はやや扁平で、軸は柔らかく切りやすいため収穫作
業性がよい。裂球は遅く在圃性に優れる。
●このタイプの品種としては寒さによるアントシアンの
発生や傷みも少ない。

※発芽時に高温にあうと二次休眠に入り、発芽不良になる可能性があ
ります。できるだけ涼しい条件での育苗をお願いします。
※苗が軟弱に育った場合暑さで苗が枯れてしまう事があるので、でき
るだけ苗をかたく仕上げるように心掛けてください。
※極端な早まき・遅まきは生理障害の発生や内部の充実不足につなが
るため、適期播種・定植を行ってください。

肥大力は抜群で在圃性があり、
加工・業務用にも適した寒玉品種。

耐寒性に優れアントシアンの発生が少な
く、１月を中心に収穫できる。

●黒腐病に強く、生育は旺盛で水田転換畑などの栽培
にも向く。
●玉はやや甲高で、低温期でも順次肥大する。
●耐寒性があり裂球も遅いので、長期間収穫が可能で
ある。

※遅まきや定植が遅れると甲高の玉になり締まりがゆるくなる場合が
あるので、適期播種・定植を心掛け定植後も生育が滞らないように
管理してください。

※生育が旺盛であるため、早まきしたり生育が急激に進むと生理障害
を引き起こす可能性があるので、適期播種・定植をして生育が徐々
に進むように追肥主体の肥培管理をお願いします。

●萎黄病に抵抗性を持ち、草姿は立性で生育揃いに優
れるため栽培管理がしやすい。
●玉は鮮やかな濃緑色となり、球裏部の色もよくて鮮度
感に優れる。アントシアンの発生も少ない。
●玉の形状は安定してやや甲高となる。軸が比較的柔
らかいため収穫作業性が良い。

※発芽時に高温にあうと二次休眠に入り、発芽不良になる可能性があ
ります。できるだけ涼しい条件での育苗をお願いします。
※黒腐病には比較的強い方ですが、発生しやすい時期にあたるので適
宜防除を行ってください。

立性で生育揃いが非常によい１１月～１２
月どりのサワータイプ品種。

玉揃いよく収穫時切りやすく箱詰めもし
やすい。

耐寒性に優れた1月中旬～2月どりの寒
玉品種。

肥大力抜群で収穫作業性が優れるため、
加工・業務用に向く。

冬魂
TOUKON（N-243）

とう　　　　こん



●締まりがよく、重量感のあるやや甲高の玉で、しっかりし
た葉質のため、加工・業務用に適する。
●耐寒性に優れ越冬中でも頭部が傷みにくい。萎黄病
抵抗性をもち、黒腐病に比較的強く、湿害にも強いた
め、栽培管理がしやすい。
●一般平暖地において8月中下旬にまくことで、3月～4
月に収穫することができる。

※冬のぼりは先に玉の形ができて、後に球内が徐々に締まるタイプな
ので、年内の天候不順や、春先が早く暖かくなるような場合に、葉数
が少なくて芯伸びの早い小球になってしまうことがあります。この
ような失敗を減らすために、一般平暖地においては遅くても9月
20日頃までに定植し、年内から玉をつくりはじめるように心掛けて
ください。

夏まきで最も遅い収穫を狙う寒玉晩生品種。

肥大力があり、裂球が非常に遅いため、
加工・業務用にも向く。

●生育は旺盛で、立性に生長するためよく揃う。また萎 
　黄病に抵抗性で黒腐病に強いため、栽培管理がしや
　すい。
●優れた耐寒性を持つので、冷え込みの強い地域にお
　いてもアントシアンの発生や、霜による葉焼けが極め
　て少ない。
●玉は鮮緑色で甲高となる。低温でも生育は進み、厚み
　のある葉質でずっしりと重くなる。
※早まきしたり、生育が前進し年内に玉が仕上がった場合には裂球が
早まることがあるので、収穫時期に注意してください。
※寒さが厳しく一日の寒暖差が大きい地域や時期では内部黒変症状
が発生しやすいので、ご注意ください。

加工・業務用に向く重量に特化した
寒玉品種。

生育が旺盛で耐寒性に優れる
１月～３月どり。

外葉コンパクトで鮮緑色な
12月～３月どりの寒玉品種。

玉はやや扁平でまとまりが良く
重量感があるので青果用に適する。

冬きらり
ふゆ

FUYUKIRARI（N-832）

●玉は光沢があり鮮度感のある濃緑色で、やや扁平に
　なる。
●肥大性に優れ、内部の締まりがよく重量がのる。
※草勢が強いので、秀品率を上げるために通常より少し株間を広く設
　定するのがおすすめです。
※寒さが厳しい年や地域では、アントシアンが発生したり傷みが出る
　場合があるので注意してください。
※黒腐病に対しては、適宜薬剤の散布をお願いします。

生育が旺盛で球色が良い12月中旬～1
月中心に収穫できる寒玉品種。

大玉になり締まりが良く重量がのるの
で、加工・業務用にも向く。

●光沢のある鮮緑色で、球裏のまとまりがよく、球内色
もよい。よく締まって重量がのったやや扁平の玉と
なる。

●萎黄病に抵抗性をもち、外葉は少なめでコンパクト
な草姿となり、栽培管理や収穫作業がしやすい。

●厳寒期においてはアントシアンが発生することがあ
るが、玉の傷みは少ない。

※草勢がややおとなしいので、元肥主体の肥培管理で初期生育が順調
に進むように心掛けてください。



●12月～3月どりのサワータイプの中早生
品種。

●外葉はやや大きく、縮みがあり春系らしい草姿となる。
●玉は甲高の扁円球で、葉質は柔らかく食味もよい。

●葉質柔らかく、食味抜群で生食に最適。
●耐暑性に優れ栽培容易な９月下旬～１１月
どりの品種。

●「おいしいキャベツ」として直売所などでの人気は高
く、家庭菜園用としても喜ばれる品種。

●耐病性で作りやすい中早生の寒玉品種。
●玉はやや甲高でよく締まり、1.5㎏程度となる。
●適応幅が広く、様々な作型や条件での栽培でも安定し
て収穫できる。
●萎黄病に抵抗性で黒腐病にも強く、栽培しやすい。

●球色鮮やかなグリーンボールタイプ品種。
●玉はつやのある鮮緑色で、鮮度感がある。締まりが非常
によいので、コンパクトながら重量がのった玉になる。
●暑さによる腐りが少なく、ボールタイプとしては比較的
裂球が遅く、在圃性に優れる。萎黄病抵抗性をもつ。

※寒さが厳しい地域や一日の寒暖差がある圃場では頭部の傷みや内部黒変症状が発生
する事があるので、そのような場所は避けてください。

　しょ　　 しゅう　　 どり

初秋取
SHOSHUDORI



涼双子
すず         ふた　　　　ご

SUZUFUTAGO（N-57）
3

●夏双子と同レベルの高いチップバーン耐性をもち、草姿が
整う夏期向き品種。

●夏双子より少しコンパクトな長楕円形の葉で立性に生育する。葉
色は青みのある濃緑で草姿のまとまりがよい。
●黒腐病や軟腐病に対しては夏双子より強いので栽培しやすい。
●夏双子と同様に吸肥力が強く盛夏時にも旺盛に生育するが、草
勢は夏双子より若干おとなしく、収穫は夏双子より数日遅れる。

●高温期の節間伸長が少なくチップバーンが出にくいので、
　盛夏での栽培で威力を発揮する夏期向き品種。
●葉は丸みのある長楕円形。葉柄の幅は広く、厚みがある。尻張り
もよいので重量がのりやすい。
●夏期に問題となる葉先のチップバーンに非常に強い。また、白さ
び病にも比較的強く、栽培しやすい。
●吸肥力が強いので盛夏時にも旺盛に生育し、早期に収穫することがで
きる。肥効を控えぎみにすることで、病害を抑制し形状もさらに整う。

●濃緑色で収量性の高い夏期向き品種。
●葉色はかなり濃緑で葉柄の着色もよく、鮮度感がある。葉柄はや
や太めで葉枚数が多いので収穫後のボリュームと重量があり、収
量性が高い。
●じっくりと生育する晩生品種で徐々にボリュームが出てくる。夏
期でも草丈が伸び過ぎないので在圃性に優れる。
●萎黄病と白さび病に対して高いレベルの耐病性がある。

●苦味やえぐみが少ない食べやすくて美味しいケール。
●サラダはもちろんスムージーにもおすすめ。
●8月まきで11月～3月に収穫できます。
●低温伸長性に優れ、冬期でも連続して摘み取りできる。

ケ
ー
ル

Kale

Kom
atsuna

G
reen Pak Choi

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ

コ
マ
ツ
ナ

・


	2024_01_02_NozakiSeed
	2024_03_04_NozakiSeed
	2024_05_06_NozakiSeed
	2024_07_08_NozakiSeed
	2024_09_10_NozakiSeed
	2024_11_12_NozakiSeed
	2024_13_14_NozakiSeed
	2024_15_16_NozakiSeed
	2024_17_18_NozakiSeed
	2024_19_20_NozakiSeed
	2024_21_22_NozakiSeed
	2024_23_24_NozakiSeed
	2024_25_26_NozakiSeed
	2024_27_28_NozakiSeed
	2024_29_30_NozakiSeed
	2024_31_32_NozakiSeed
	2024_33_34_NozakiSeed
	NozakiSeed_h1_4_240201cc

